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( 1 ) 状態1から状態2への過程は等圧過程なので

y v

刀 r

レ
したがって

t走、

谷暑&内 d)空女〔

状態変

,

P =P Rr = 1.2× 287× 300 塁 103320 pa

加熱過程において圧力は一定なの で ,

ι・ 1^ndp ・ n(Π一町)* 103320ゞ(4-1)*309960 J

したがってι知310kJ

,

したがって

谷器内の空気{こ

このとき

酬*1.加,dr *加^(η一τ)*1.2ゞ1000川200-30の* 108000O J *1080 kJ

0=△H=1080 kJ

ヒ

,

タ の出力が3kWなので

ゞ・1 川一・川,+1・,.詞000"ート心*

1080
t=^=360S
3

,

力を e と司空気 d)

へd)生気ら状

おける容器内

状態

熱力学第リ去

とすると

状態

催t 量.'を nl

えられた熱量をΩとする

ヒは可逆等圧過程

0る

K

ン
ーPπ

002037

一

1

ー
イ

Ⅱ

イ

τ
、

0

1

りよ1

1
Y

1 )

1

こ{1

ー
イ

{
、

)ぴ

0

力 で)0

gk2

2ヒ

1



[ 3 ]

U)
ア

よって, R.=1シ

図 3.1(a)における点Aまわりのモ

よって, U,= 1Pι

イ

ウ

二1二.

よって, U .が一AI、*ψ一卯ι*一砂(ι一")

オ はりのたわみ曲線の微分方程式

d2ν U IP
ー'テ*ーー.ー(ι-0
dx、五I EI

E/ d2y
^^=ι一χ
Πノ dX2

E/dy l,-1=ーーχユ+ιχ十 CI ..'①
Ipdχ 2 "'

Ξ1 13 1 。
^〕,=ーーχ3 +一ιX、十C X+C,・..②
牙, 6 2 2

ここでχ=0においてはりの傾き 1が 0より,式①から,
dx

Ξ1 1,
+ιX0十C → C=0^XO=ーーXO-

2H/

また,χ=0においてはりのたわみ yが 0より,式②から,
五1 1 1 ,
^XO=ーーX03 +一ιX0二 C,→ C,=+C X
H/ 6 2

よって,式②に Cリ C。を代入して,

Ξ1 131 1 2
-y、ーーχ一一ι.・ー(3ι一.).、
1ジ 6' 2 6

IP 。
y*・ー(3ι-0ゞ
6E/

δ,,*^(3ι一ι)が6EI

d)ノ)

U

五ノ
に問工の解を代入して,

力

おけるブ

問オの解においてχ=しとして,

砂ど

3Ξ1

(2 )

ア のみが作用した場合のたわみδ,゛は,問(D力の解にお3

砂を一R,に置き換えたものである。また, R,は図 3.2においてぱねがδだけ綸んだ、ぐ、

ときの反力なので ,

Rど kδど
δ

3 ε1 3 三ノ

のモーメン

のつ

Aまわ

-1P

の"点 Bのイ立置、同

土U

よ R -1P = 0

のノ)

まU

メン

士 R,-F=3叉

、

、し

=

合り

、

ヘ

、

1

、

Υし

し仁

合

り

3 り

)

図

)dJ

L

、

図

、し
△
口jjブるナ

3

り

区

1

d
d

B
Rこ

お

RF

占
小

ヘ

るナ

1

お



イ IXB .2のたわみ
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解答

(a )

0

( b )

X

( C )

0

( d )

0

号】L
゛
ニ

.


